『不尽言』考 : 側儒としての自負（上） by 高橋 俊和
『
不
尽
言
』
考
側
儒
と
し
て
の
自
負
（
上
）
高
橋
俊
和
は
じ
め
に
新
日
本
古
典
文
学
大
系
９９
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
刊
）
に
、
朱
子
学
者
堀
景
山
（
一
六
八
八
―
一
七
五
七
）
の
著
作
『
不
尽
言
』
が
、
日
野
龍
夫
氏
に
よ
る
校
注
で
収
め
ら
れ
た
。
詳
し
い
脚
注
に
よ
っ
て
、
十
八
世
紀
前
半
の
儒
学
思
想
と
学
問
の
中
で
、
と
く
に
徂
徠
学
派
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
的
な
学
問
と
そ
の
方
法
論
が
、『
不
尽
言
』
で
展
開
さ
れ
る
言
説
の
う
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
変
容
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
実
を
、『
不
尽
言
』
の
全
体
を
通
し
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
不
尽
言
』
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
景
山
が
五
十
五
歳
の
時
に
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
で
あ
る
。
広
島
藩
の
重
臣
岡
本
貞
喬
が
、
書
状
で
質
問
し
た
七
か
条
の
事
目
に
つ
い
て
、
同
藩
の
側
儒
と
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
景
山
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
散
逸
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、『
不
尽
言
』
は
、
彼
の
思
想
・
学
問
に
関
し
て
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
開
陳
し
て
い
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
（
注
１
）
こ
れ
ま
で
に
『
不
尽
言
』
を
一
書
と
し
て
扱
い
、
そ
の
全
体
を
考
察
し
た
論
文
は
多
く
な
い
。
景
山
の
思
想
・
学
問
が
窺
い
知
ら
れ
る
は
ず
の
『
景
山
文
集
』『
景
山
筆
記
』『
教
問
釈
義
』
等
の
他
の
著
書
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
経
歴
も
大
雑
把
な
こ
と
し
か
分
ら
な
い
と
い
う
資
料
面
で
の
不
足
が
理
由
の
第
一
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
本
居
宣
長
が
、
後
に
国
学
の
大
成
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
宣
長
の
思
想
の
萌
芽
と
い
う
視
点
で
『
不
尽
言
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
偏
向
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
積
極
的
に
『
不
尽
言
』
が
一
つ
の
書
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
数
少
な
い
研
究
の
中
で
、『
不
尽
言
』
全
体
に
目
配
り
し
て
考
察
し
て
い
る
論
文
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
西
尾
陽
太
郎
氏
の「
不
尽
言
と
徂
徠
派
」（『
史
淵
』
一
九
四
九
年
三
月
、
九
大
史
学
会
）
と
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ル
ソ
ー
氏
の
「
堀
景
山
著
『
不
尽
言
』
序
説
―
恋
愛
論
を
超
え
て
―
」（『
日
本
文
学
』
一
九
九
三
年
十
一
月
）
し
か
な
い
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
、
日
野
龍
夫
氏
に
よ
る
校
注
と
要
を
得
た
解
説
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
『
不
尽
言
』
全
体
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
― １６６ ―
本
稿
で
は
、
時
の
執
政
職
に
あ
っ
た
岡
本
貞
喬
の
諮
問
に
、
側
儒
の
立
場
で
答
え
る
堀
景
山
の
自
負
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
紙
幅
の
都
合
で
、（
上
）（
下
）
に
分
け
て
論
ず
る
。
一
『
不
尽
言
』
を
執
筆
す
る
前
年
の
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）、
景
山
は
藩
主
浅
野
吉
長
の
参
勤
交
代
で
、
京
都
か
ら
合
流
し
て
江
戸
に
随
行
し
て
い
る
（「
曠
（
注
２
）
懐
堂
堀
氏
譜
系
」）。
そ
れ
以
前
に
も
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
側
儒
を
拝
命
し
て
か
ら
、
同
五
年
を
最
初
と
し
て
、
同
十
一
年
、
同
十
三
年
、
元
文
三
年
に
江
戸
御
供
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
上
桜
田
霞
ヶ
関
に
あ
っ
た
広
島
藩
の
上
屋
敷
で
、
吉
長
と
嫡
子
宗
恒
の
学
問
・
教
育
を
担
当
す
る
儒
官
と
し
て
、
景
山
は
重
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
岡
本
貞
喬
へ
の
回
答
は
、
元
文
六
年
か
ら
寛
保
二
年
の
江
戸
在
勤
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。『
不
尽
言
』
に
見
ら
れ
る
自
負
、
す
な
わ
ち
、
京
住
み
の
広
島
藩
側
儒
と
し
て
の
意
識
を
考
え
る
と
き
、
景
山
が
持
論
を
展
開
す
る
相
手
の
学
問
分
野
に
お
け
る
力
量
を
、
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と
が
前
提
と
し
て
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
最
初
に
、
岡
本
貞
喬
（
一
七
〇
四
―
一
七
五
四
）
に
つ
い
て
、『
飽
（
注
３
）
薇
光
華
録
』
に
依
拠
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
貞
喬
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
、
広
島
藩
第
四
代
当
主
浅
野
綱
長
の
庶
子
（
十
二
男
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。
第
五
代
藩
主
と
な
る
吉
長
（
一
六
八
一
―
一
七
五
二
）
の
異
母
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
名
は
貞
喬
、
後
に
貞
誠
、
幼
名
吉
五
郎
、
通
称
を
宮
内
・
靫
負
、
さ
ら
に
大
蔵
と
改
め
る
。
吉
長
の
時
に
、
御
年
寄
岡
本
主
馬
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
跡
を
継
い
で
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）、
弱
冠
十
七
歳
に
し
て
執
政
職
に
就
い
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
若
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
４
）
が
、
執
政
の
職
務
と
そ
の
適
性
に
つ
い
て
、
藩
政
史
料
『
芸
藩
志
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。
体
国
公
（
吉
長
―
稿
者
注
、
以
下
同
じ
）
に
至
り
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
七
月
七
日
藩
政
の
大
改
革
を
為
し
、
太
祖
公
（
長
政
）
以
来
の
一
新
面
目
を
致
さ
れ
た
り
、
其
概
略
を
述
ふ
れ
は
、
従
来
藩
老
即
ち
国
老
は
年
寄
と
称
し
て
、
百
般
の
藩
政
を
裁
断
す
る
の
例
規
を
改
め
、
年
寄
役
浅
野
甲
斐
上
田
主
水
浅
野
豊
前
を
以
て
新
に
家
老
の
職
に
補
し
て
之
を
優
遇
し
、
専
ら
軍
備
の
事
務
を
担
当
せ
し
め
て
政
務
裁
断
の
任
を
解
き
て
、
以
後
は
藩
主
親
裁
に
移
し
て
之
を
し
て
関
与
せ
し
め
す
、
以
て
宿
弊
を
除
去
せ
ら
れ
た
り
、
又
家
老
並
の
職
名
を
廃
し
て
新
に
中
老
の
職
を
設
置
し
、
此
職
は
必
す
公
族
を
し
て
補
充
せ
し
め
、
暗
に
藩
政
の
幾
分
を
関
知
せ
し
め
ん
と
す
、
此
日
公
の
庶
弟
を
臣
籍
に
移
さ
れ
た
り
、
又
従
前
藩
老
に
副
て
藩
政
に
参
与
せ
し
者
を
加
判
役
と
称
せ
し
が
、
此
日
之
を
廃
し
て
新
に
年
寄
役
を
新
置
し
、
之
を
中
老
の
下
に
置
き
専
ら
藩
政
に
参
与
せ
し
む
、
世
に
之
を
執
政
と
呼
へ
り
、
其
任
補
撰
択
の
如
き
藩
士
の
家
格
を
論
せ
す
、
才
力
あ
る
者
を
撰
抜
し
て
之
を
命
し
、
家
格
世
襲
の
弊
を
絶
た
れ
た
り
（
第
百
三
十
三
巻
「
藩
士
職
録
」）
「
家
格
世
襲
の
弊
を
絶
」
ち
、「
才
力
あ
る
者
を
撰
抜
し
て
」
執
政
職
に
命
じ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臣
籍
に
移
っ
た
庶
弟
貞
喬
が
、
い
か
に
非
凡
な
才
識
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
想
像
で
き
よ
う
。
藩
政
改
革
を
強
力
に
推
し
進
め
た
吉
長
の
治
世
は
、
幕
府
の
儒
官
室
鳩
巣
を
し
て
「
当
代
の
賢
侯
第
一
」
と
言
わ
し
め
た
。
貞
喬
は
名
君
の
誉
れ
高
い
長
兄
を
藩
主
と
仰
い
で
、
若
い
頃
か
ら
藩
政
に
参
与
し
、
執
政
と
し
て
晩
年
に
至
る
ま
で
吉
長
を
補
佐
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
吉
長
― １６７ ―
の
貞
喬
に
対
す
る
信
任
は
頗
る
厚
か
っ
た
。
貞
喬
が
藩
政
の
改
革
に
そ
の
才
力
を
発
揮
し
た
事
例
の
一
つ
に
、
飢
饉
対
策
と
し
て
社
倉
法
の
採
用
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
社
倉
法
は
、
「
享
保
の
飢
饉
」
と
呼
ば
れ
る
享
保
十
七
年
の
大
凶
作
を
教
訓
と
し
て
検
討
さ
れ
た
米
粟
を
貯
え
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
も
と
も
と
朱
子
の
『
社
倉
法
』
に
範
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
山
崎
闇
斎
が
自
ら
序
・
跋
を
記
（
注
５
）
し
て
、
刊
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
編
集
・
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
闇
斎
に
京
都
で
神
儒
学
を
学
び
、
綱
長
の
時
、
芸
藩
に
招
聘
さ
れ
た
儒
官
が
植
田
艮
背
（
一
六
五
一
―
一
七
三
五
）
で
あ
る
。
芸
藩
に
お
け
る
崎
門
派
の
学
統
は
、
こ
の
艮
背
に
始
ま
る
。
安
芸
郡
海
田
市
の
庄
屋
加
藤
缶
楽
（
一
六
六
三
―
一
七
三
八
）
は
植
田
艮
背
に
従
い
、
深
く
程
朱
学
を
信
奉
す
る
儒
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
缶
楽
は
、
凶
作
飢
饉
を
憂
慮
し
て
『
朱
子
社
倉
法
』
を
講
ず
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
藩
財
政
の
窮
乏
に
苦
慮
す
る
貞
喬
か
ら
社
倉
法
の
具
体
的
な
検
討
を
命
ぜ
ら
れ
、
享
保
二
十
年
『
社
倉
攷
意
』
を
著
し
て
提
出
し
た
。
缶
楽
は
元
文
三
年
に
没
す
る
。
こ
の
年
、
男
の
加
藤
十
千
（
一
六
九
九
―
一
七
七
八
）
が
、
父
の
遺
志
を
継
ぐ
べ
く
、
儒
者
と
し
て
芸
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
十
千
も
缶
楽
と
同
じ
く
植
田
艮
背
に
師
事
し
、『
朱
子
社
倉
法
』
に
関
す
る
『
朱
子
社
倉
法
（
注
６
）
事
目
』『
朱
子
社
倉
法
事
目
浅
解
』
な
ど
の
編
集
・
著
述
を
な
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
父
の
『
社
倉
攷
意
』
を
整
理
編
集
し
て
、
寛
保
二
年
に
再
度
藩
の
岡
本
貞
喬
に
差
し
出
し
て
い
る
。
藩
内
の
飢
渇
お
よ
び
財
政
の
窮
乏
が
相
当
に
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
貞
喬
も
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
、
自
ら
『
朱
子
社
倉
法
和
解
』（
一
冊
）
を
書
き
著
す
。
（
注
７
）
芸
藩
で
は
、
好
学
の
藩
主
と
い
わ
れ
た
吉
長
の
時
代
、
味
木
立
軒
（
一
六
五
〇
―
一
七
二
五
）・
寺
田
臨
川
（
一
六
七
八
―
一
七
四
四
）・
堀
南
湖
（
一
六
八
四
―
一
七
五
三
）・
堀
景
山
を
側
儒
と
し
て
抱
え
る
程
朱
学
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
享
保
期
以
降
は
、
新
た
に
植
田
艮
背
・
加
藤
缶
楽
・
加
藤
十
千
等
の
崎
門
派
の
学
問
が
そ
れ
に
加
わ
り
、
二
つ
の
学
統
が
中
心
と
な
っ
て
儒
学
の
盛
行
を
み
て
い
る
。
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
缶
楽
の
『
社
倉
攷
意
』
が
、
十
千
に
よ
っ
て
再
び
提
出
さ
れ
た
の
は
寛
保
二
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
三
十
九
歳
の
執
政
岡
本
貞
喬
は
、
民
の
飢
渇
に
策
を
講
じ
、
藩
の
財
政
を
立
て
直
す
こ
と
に
奔
走
す
る
一
方
で
、
景
山
に
七
か
条
に
わ
た
る
質
問
状
を
し
た
た
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
と
こ
ろ
で
、『
不
尽
言
』
の
成
立
年
次
が
寛
保
二
年
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
旧
西
荘
文
庫
蔵
本
『
不
尽
言
』
の
巻
末
に
貼
付
さ
れ
た
一
枚
の
紙
片
に
そ
の
手
が
か
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
「『
不
尽
言
』
伝
本
考
―
宣
長
抜
書
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」（『
秋
桜
』
十
六
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
で
言
及
し
た
。
こ
の
紙
片
に
記
す
異
本
の
奥
書
に
は
、
貞
喬
の
学
問
観
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。
煩
を
厭
わ
ず
再
掲
し
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。
私
記
、
右
不
尽
言
ノ
一
書
ハ
、
景
山
先
生
所
著
也
、
姓
屈
名
正
超
字
君
燕
号
景
山
俗
称
禎
助
宗
恒
公
御
部
屋
住
之
時
、
御
学
事
ニ
ツ
キ
毎
々
京
ヨ
リ
江
戸
ヘ
被
為
召
、
（
マ
マ
）
在
勤
也
、
寛
保
戊
戊
在
府
之
時
、
資
治
通
鑑
御
勧
メ
申
上
、
其
比
御
国
御
年
寄
、
岡
本
貞
喬
、
学
文
好
ニ
テ
、
先
生
へ
書
通
ノ
序
ニ
、
上
ノ
御
学
文
ニ
ハ
、
貞
観
政
要
ナ
ト
コ
ソ
、
可
然
、
歴
史
ハ
サ
ノ
ミ
御
益
ニ
、
成
間
― １６８ ―
敷
等
ノ
事
、
申
来
、
并
ニ
自
分
ノ
学
事
ニ
ツ
キ
、
何
角
難
解
品
々
、
一
ツ
書
ニ
シ
テ
書
状
ニ
申
来
ル
由
、
其
答
ニ
先
生
書
テ
贈
玉
フ
也
、
ソ
レ
ユ
ヘ
事
品
取
交
ヘ
テ
記
シ
ア
ル
也
、
此
本
紙
伝
写
ユ
ヘ
、
誤
字
多
ク
、
所
々
推
量
シ
テ
改
メ
写
ス
、
疑
シ
キ
事
モ
多
ク
ア
レ
ト
モ
、
余
ハ
本
書
ノ
マ
ヽ
ニ
任
カ
ス
、延
享
丙
寅
年
錦
山
コ
ハ
異
本
ノ
オ
ク
カ
キ
ナ
リ
錦
山
が
写
し
た
異
本
奥
書
の
記
述
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
「
上
ノ
御
学
文
」
す
な
わ
ち
人
君
の
学
問
、
具
体
的
に
は
近
い
将
来
藩
主
の
地
位
を
継
ぐ
は
ず
の
宗
恒
（
一
七
一
七
―
一
七
八
七
）
の
学
問
に
つ
い
て
、
そ
の
習
得
を
気
遣
う
執
政
職
に
あ
る
者
と
し
て
の
意
識
が
読
み
取
れ
よ
う
。
貞
喬
は
宗
恒
の
教
育
の
一
科
目
と
し
て
景
山
が
勧
め
る
『
資
治
通
鑑
』
を
退
け
、『
貞
観
政
要
』
を
採
る
べ
き
こ
と
を
言
う
。
藩
主
と
な
る
た
め
の
教
育
に
は
、
歴
史
よ
り
政
治
の
実
践
記
録
と
も
い
え
る
人
君
経
世
の
書
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
『
貞
観
政
要
』
は
、
為
政
者
に
と
っ
て
実
際
の
政
治
を
行
う
上
で
大
い
に
参
考
に
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
伏
見
版
『
貞
観
政
要
』
を
開
板
さ
せ
た
徳
川
家
康
の
愛
読
ぶ
り
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
が
、
貞
喬
の
場
合
も
同
じ
く
、
藩
政
の
要
職
に
あ
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
君
教
育
の
教
科
書
と
し
て
『
貞
観
政
要
』
を
推
す
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
異
本
奥
書
で
は
ま
た
、
貞
喬
が
学
問
上
の
「
何
角
難
解
品
々
」
に
つ
い
て
景
山
に
意
見
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
言
う
。
一
つ
書
き
に
し
て
送
っ
て
よ
こ
し
た
七
か
条
の
項
目
の
中
身
は
、
生
来
の
向
学
心
か
ら
発
せ
ら
れ
た
疑
問
で
あ
ろ
う
。
岡
本
貞
喬
は
、
ど
の
よ
う
な
学
問
を
修
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、『
読
書
録
抄
』
と
題
し
て
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
貞
喬
手
抄
の
写
本
一
冊
が
あ
る
。
程
朱
学
の
摘
要
書
と
し
て
、
修
身
・
斉
家
の
要
道
を
説
く
薛
敬
軒
の
『
読
書
録
』
か
ら
、
三
百
箇
所
余
り
を
抜
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。『
読
書
録
』
は
、
手
間
を
か
け
ず
に
程
朱
学
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
便
利
さ
ゆ
え
に
、
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た
書
で
あ
る
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
抄
録
し
た
こ
と
を
記
す
貞
喬
自
筆
の
識
語
に
「
嗚
呼
抑
学
何
、
用
修
身
要
居
敬
窮
理
而
已
、
朱
学
宜
骨
刻
、
所
謂
僻
歟
、
後
人
可
笑
、
吾
甚
有
感
、
仍
書
抜
畢
」
と
記
す
。
学
問
は
修
身
に
基
づ
き
、
修
身
は
居
敬
窮
理
に
あ
っ
て
、
結
局
は
朱
子
学
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
貞
喬
は
、
朱
子
学
に
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
表
明
し
て
い
る
。
崎
門
派
植
田
艮
背
に
学
ん
だ
加
藤
缶
楽
・
十
千
父
子
の
建
策
を
受
け
て
、
社
倉
法
の
施
行
を
検
討
し
、
ま
た
、
自
ら
『
朱
子
社
倉
法
和
解
』
を
著
し
た
の
も
、
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
岡
本
貞
喬
は
、
藩
政
万
般
の
政
務
を
掌
る
役
職
に
あ
っ
て
、
厚
く
朱
子
学
を
奉
じ
、
そ
れ
を
事
業
に
措
く
有
能
な
執
政
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
不
尽
言
』
を
論
ず
る
時
、
従
来
、
貞
喬
に
つ
い
て
は
広
島
藩
の
重
臣
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
岡
本
貞
喬
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
回
り
く
ど
い
説
明
を
加
え
た
の
は
、『
不
尽
言
』
と
い
う
書
は
、
も
と
も
と
朱
子
学
を
尊
信
し
、
そ
の
教
え
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
物
を
相
手
に
回
答
し
た
書
簡
草
稿
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
不
尽
言
』
で
は
、
質
問
さ
れ
た
各
箇
条
に
わ
た
り
、
教
え
さ
と
す
よ
う
に
異
見
を
差
し
挟
み
な
が
ら
、
景
山
は
自
信
に
満
ち
た
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
同
じ
く
朱
子
学
を
奉
ず
る
者
で
あ
る
の
に
、
何
が
景
山
を
し
て
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
― １６９ ―
三景
山
の
曾
祖
父
で
あ
る
堀
杏
庵
（
名
は
正
意
、
一
五
八
五
―
一
六
四
二
）
は
、
藤
原
惺
窩
門
の
林
羅
山
と
並
ぶ
大
儒
で
あ
る
。『
先
哲
叢
談
』
巻
二
に
は
、「
杏
庵
人
と
為
り
、
謙
に
し
て
以
て
自
ら
牧
す
。
羅
山
が
行
状
に
曰
く
、
幕
下
の
士
、
阿
部
正
之
、
杏
庵
正
意
に
語
り
て
曰
く
、
聞
く
今
時
の
博
物
者
は
羅
山
子
に
し
て
、
其
の
之
に
次
ぐ
者
は
足
下
な
り
と
。
吁
、
得
難
き
の
才
な
り
」（
原
漢
文
）
と
記
す
。
景
山
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
杏
庵
の
存
在
と
そ
の
学
問
が
い
か
に
大
き
く
誇
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
。
享
保
十
一
年（
一
七
二
六
）
に
荻
生
徂
徠
に
宛
て
た
書
簡
で
、
景
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
僕
迺
正
意
曾
孫
、
而
有
従
兄
正
脩
者
、
亦
世
禅
業
儒
、
仕
藉
同
藩
、
是
僕
宗
家
也
、
嘗
及
滕
公
之
門
者
、
著
録
不
知
幾
人
、
而
其
子
孫
伝
業
者
、
見
存
亦
尠
矣
、
独
有
今
祭
酒
林
公
与
僕
家
而
已
、
其

々
而
存
、
亦
多
墜
箕
裘
、
或
非
胤
属
也
、
僕
自
結
髪
授
念
書
、
欽
味
濂
雒
、
旁
誦
韓
欧
、
今
歯
漸
強
境
、
学
無
闡
明
、
撲
陋
業
已
成
心
、
縦
令
造
物
鑪
錘
、
亦
不
易
転
化
（
注
８
）
焉
（「
復
物
徂
徠
書
」）
自
己
紹
介
す
る
中
で
、
自
分
が
杏
庵
の
曾
孫
で
あ
り
、
宗
家
を
継
ぐ
従
兄
の
南
湖
（
名
は
正
脩
、
一
六
八
四
―
一
七
五
三
）
と
と
も
に
先
人
の
業
（
儒
学
）
を
伝
え
て
、
広
島
藩
に
仕
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、
不
惑
を
前
に
し
た
（「
歯
漸
強
境
」）
今
、
濂
雒
関
閩
の
学
、
い
わ
ゆ
る
宋
学
を
中
心
と
し
た
自
分
の
学
問
が
、
他
に
転
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
も
述
べ
る
。
景
山
の
学
問
の
基
幹
は
、
間
違
い
な
く
家
祖
杏
庵
の
儒
学
に
あ
っ
た
。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
四
月
、
杏
庵
は
家
康
の
命
に
よ
り
作
文
し
た
「
為
（
注
９
）
政
論
」
に
、「
徳
」
を
重
視
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。
蓋
物
有
本
末
、
事
有
終
始
、
徳
者
本
也
、
政
者
末
也
、
其
身
正
則
不
令
而
行
焉
、
其
徳
盛
則
不
招
而
服
焉
、
至
誠
之
感
人
也
、
桴
鼓
不
足
喩
其
捷
、
景
表
不
足
喩
其
神
、
堯
舜
有
性
之
徳
、
故
無
為
而
天
下
治
、
湯
武
有
反
之
之
性
、
故
応
天
順
人
而
治
、
夫
物
亦
有
然
也
、（
中
略
）
君
子
之
為
政
在
徳
、
不
在
威
刑
也
（『
杏
陰
稿
』
二
（
注
１０
）
）
政
治
は
、
誠
意
・
正
心
・
修
身
の
「
徳
」
の
領
域
を
根
幹
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
君
子
が
「
徳
」
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
政
」
に
連
続
さ
せ
、
治
国
・
平
天
下
を
実
現
す
る
と
い
う
朱
子
学
の
基
本
的
な
考
え
に
立
っ
て
い
る
。
徳
治
主
義
で
あ
る
。
生
前
、
杏
庵
は
儒
医
と
し
て
名
声
が
あ
っ
た
。
杏
庵
の
推
薦
を
受
け
て
芸
藩
の
儒
者
と
な
っ
た
石
川
丈
山
は
、
五
言
排
律
の
詩
「
送
医
正
意
帰
尾
陽
」（『
覆
醬
集
』
上
）
に
「
管
鮑
締
交
旧
、
李
蘇
臨
別
愁
」
と
旧
友
と
の
別
れ
を
詠
じ
た
後
、「
学
養
騶
軻
気
、
術
包
盧
扁
儔
」
と
五
・
六
句
に
続
け
た
。
杏
庵
の
学
問
は
騶
軻
（
孟
子
）
の
養
気
説
を
重
ん
じ
、
医
術
は
伝
説
的
名
医
盧
扁
（
扁
鵲
）
と
同
じ
力
を
も
つ
こ
と
を
い
う
。
儒
学
と
医
術
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
「
気
」
を
養
う
と
こ
ろ
に
見
る
杏
庵
は
、「
徳
」
と
「
気
」
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
或
曰
、
養
生
之
説

於
黄
老
、
医
家
推
之
、
儒
亦
言
之
耶
、
曰
是
儒
之
本
指
也
、
易
曰
、
天
地
之
大
徳
曰
生
、
身
在
而
徳
存
、
孟
子
曰
善
養
浩
然
之
気
、
吾
性
之
中
集
義
所
生
、
勿
忘
勿
助
長
、
而
塞
乎
天
地
之
間
、
人
生
気
中
、
気
旺
則
形
全
、
（『
杏
陰
集
』
（
注
１１
）
巻
八
・
養
生
説
）
「
天
地
之
大
徳
」（『
易
経
』〈
繋
辞
・
下
〉
に
出
る
語
句
）
は
、
生
々
や
ま
な
い
働
き
の
「
生
」
で
あ
り
、
身
に
存
す
る
。「
集
義
」、
す
な
わ
ち
性
善
を
前
提
と
す
る
「
生
」
は
、「
気
」
を
養
い
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
実
す
る
。
儒
学
― １７０ ―
本
来
の
教
え
は
そ
こ
に
あ
る
と
し
て
、
孟
子
の
性
善
養
気
説
を
根
底
に
置
い
て
い
る
。
儒
医
の
道
家
正
休
は
『
杏
庵
先
生
追
悼
詩
文
集
』
（
注
１２
）
で
、
杏
庵
の
学
問
に
つ
い
て
「
依
孔
孟
之
正
道
、
継
程
朱
之
遺
伝
、
而
使
後
学
者
於
道
知
所
向
矣
」
と
記
し
た
。
後
学
の
徒
、
そ
れ
も
家
学
を
継
承
す
る
立
場
に
あ
る
景
山
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
孟
子
の
性
善
養
気
説
に
基
づ
い
た
「
徳
」
を
重
視
す
る
杏
庵
の
程
朱
学
に
よ
っ
て
孔
子
の
教
え
を
学
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
不
尽
言
』
に
見
ら
れ
る
言
説
か
ら
は
、
貞
喬
が
「
朱
学
宜
骨
刻
、
所
謂
僻
歟
」（『
読
書
録
抄
』
識
語
）
と
い
う
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
朱
子
学
を
奉
じ
て
い
な
い
景
山
を
わ
れ
わ
れ
は
見
る
。「
愚
拙
経
学
は
朱
学
を
主
と
す
る
事
な
れ
ど
も
、
詩
と
云
も
の
ゝ
見
や
う
は
、
朱
子
の
註
そ
の
意
を
得
ざ
る
事
也
」（『
不
尽
言
』）
の
一
文
が
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
『
不
尽
言
』
が
朱
子
学
を
基
調
と
し
な
が
ら
、「
理
」
に
定
準
は
な
い
と
し
て
、
『
詩
経
』
の
解
釈
の
よ
う
に
一
部
に
仁
斎
・
徂
徠
や
契
沖
の
学
説
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
夙
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宣
長
研
究
の
古
典
的
名
著
『
本
居
宣
長
』（
村
岡
典
嗣
）
や
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
丸
山
真
男
）
に
も
、
無
論
そ
の
指
摘
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
朱
子
学
を
逸
脱
し
て
い
る
景
山
の
主
張
の
一
部
分
と
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
論
」
の
重
な
り
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
景
山
の
『
不
尽
言
』
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
論
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
西
尾
陽
太
郎
氏
の
「
不
尽
言
と
徂
徠
派
」
は
、『
不
尽
言
』
の
一
書
を
、
そ
の
意
味
で
は
初
め
て
分
析
的
に
考
察
し
た
論
文
で
あ
る
。
西
尾
氏
は
、
徂
徠
派
の
学
問
・
思
想
と
の
関
わ
り
が
『
不
尽
言
』
の
言
説
に
深
い
こ
と
を
論
証
す
る
一
方
で
、
徂
徠
学
受
容
の
限
界
に
も
言
及
し
て
、
最
終
的
に
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。
要
す
る
に
景
山
の
態
度
は
当
時
と
し
て
珍
ら
し
く
自
由
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
自
由
思
想
家
的
立
場
と
い
う
も
の
が
、
朱
子
学
者
に
し
て
朱
子
学
を
反
省
し
、
徂
徠
派
に
理
解
を
も
ち
、
更
に
国
学
的
な
教
養
を
深
め
て
ゐ
て
、
こ
の
三
者
を
近
世
的
な
人
間
主
義
立
場
で
統
一
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
此
処
に
彼
の
自
由
な
思
索
と
進
歩
性
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
「
不
尽
言
と
徂
徠
派
」
と
す
る
論
題
ゆ
え
に
、
国
学
の
教
養
に
つ
い
て
は
深
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
結
論
は
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
こ
で
お
お
む
ね
と
す
る
所
以
は
、
こ
の
結
論
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
別
の
課
題
を
内
部
に
抱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
景
山
が
何
ゆ
え
に
「
当
時
と
し
て
珍
ら
し
く
自
由
な
」
態
度
を
と
り
え
た
の
か
。
ま
た
、
朱
子
学
者
を
自
認
す
る
景
山
が
「
朱
子
学
を
反
省
し
、
徂
徠
派
に
理
解
を
も
ち
、
更
に
国
学
的
な
教
養
を
深
め
」、「
こ
の
三
者
を
近
世
的
な
人
間
主
義
立
場
で
統
一
」
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
は
、
景
山
が
十
八
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
に
、
か
つ
て
藤
原
惺
窩
と
そ
の
門
人
林
羅
山
・
堀
杏
庵
・
松
永
尺
五
・
那
波
活
所
等
が
儒
学
者
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
京
都
で
、
朱
子
学
者
と
し
て
生
き
て
い
た
事
実
を
改
め
て
念
頭
に
お
い
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
述
の
ご
と
く
、
徂
徠
学
の
受
容
と
国
学
の
教
養
が
『
不
尽
言
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
通
か
の
書
簡
草
稿
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
な
が
ら
、
人
君
の
学
問
と
政
治
を
主
題
と
す
る
と
い
っ
て
い
い
『
不
尽
言
』
一
書
の
基
底
に
は
、
家
祖
と
し
て
誇
る
杏
庵
以
来
の
「
気
」
を
重
ん
じ
た
学
問
（
朱
子
学
）
観
が
あ
り
、
そ
れ
は
大
き
く
揺
ら
い
で
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
不
尽
言
』
に
見
ら
れ
る
景
― １７１ ―
山
の
学
問
は
、
杏
庵
か
ら
一
世
紀
あ
ま
り
の
時
間
を
経
て
、
否
応
無
し
に
京
都
に
押
し
寄
せ
た
新
し
い
学
問
・
思
想
の
洗
礼
を
受
け
、
代
々
受
け
継
い
で
き
た
家
学
を
見
直
し
た
結
果
で
あ
る
。
自
ら
思
考
す
る
新
し
い
価
値
観
に
よ
っ
て
摂
取
す
べ
き
は
摂
取
し
、
そ
れ
を
継
承
し
て
き
た
家
学
と
統
合
せ
し
め
た
と
こ
ろ
に
、
西
尾
氏
の
い
う
「
自
由
」
が
あ
り
景
山
像
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
旧
来
の
堀
家
の
家
筋
と
学
統
を
基
盤
に
、
当
時
の
時
代
思
潮
と
東
儒
・
西
儒
、
そ
し
て
国
学
者
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
そ
れ
は
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
大
枠
に
つ
い
て
は
、
す
で
に「
堀
景
山
の
学
問
―
下
学
の
道
か
ら
上
達
の
理
へ
―
」
（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
二
十
三
号
、
一
九
九
八
年
二
月
）
等
の
旧
稿
（
注
１３
）
で
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
今
は
、『
不
尽
言
』
で
展
開
す
る
独
自
の
主
張
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。
（
続
）
（
注
）
１
京
都
大
学
経
済
学
部
蔵
本
『
不
尽
言
』（
写
本
二
冊
）
の
識
語
に
「
此
不
尽
言
西
京
屈
景
山
先
生
所
答
本
藩
大
夫
岡
本
大
蔵
者
問
之
草
稿
也
予
乞
借
先
生
謄
写
蔵
家
云
寛
延
元
年
戊
辰
八
月
定
章
」
と
あ
る
。
書
簡
草
稿
が
、『
不
尽
言
』
一
書
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
宣
長
が
京
都
遊
学
中
（
宝
暦
二
年
〜
七
年
）
に
、
景
山
の
も
と
で
「
右
以
屈
先
生
自
筆
不
尽
言
抜
書
之
者
也
」
と
し
て
、
和
歌
に
関
す
る
文
章
を
書
き
抜
い
て
い
る
（「
本
居
宣
長
随
筆
」
第
二
巻
）。
岡
本
大
蔵
宛
の
書
簡
草
稿
を
、
景
山
が
自
ら
『
不
尽
言
』
と
題
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
２
拙
稿
「『
曠
懐
堂
堀
氏
譜
系
』
と
『
堀
氏
譜
図
』
―
考
証
と
翻
刻
」（『
鈴
屋
学
会
報
』
二
十
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）。
３
益
田
敬
編
『
飽
薇
光
華
録
』（
一
九
一
一
年
刊
、
広
島
県
市
立
修
道
中
学
校
）。
４
橋
本
素
助
・
川
合
鱗
三
編
『
芸
藩
志
』
第
二
十
巻
（
印
影
版
）
収
録
、
一
九
七
八
年
四
月
刊
、
文
献
出
版
。
５
山
崎
闇
斎
編
『
朱
子
社
倉
法
』（
江
戸
初
期
刊
）
は
、
後
の
文
化
三
年
に
補
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
。
６
森
元
国
松
編
『
芸
備
郷
土
誌
目
録
』（
一
九
三
四
年
刊
、
三
朋
社
）
に
拠
る
。
社
倉
法
は
延
享
四
年
（
一
七
四
六
）
に
安
芸
郡
矢
野
村
で
施
行
さ
れ
、
次
第
に
藩
内
に
普
及
し
て
ゆ
く
。
藩
も
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
十
月
、
「
社
倉
法
示
教
書
」
を
頒
布
し
て
奨
励
し
た
。
７
吉
長
に
「
安
芸
国
主
世
子
並
代
々
家
相
続
之
方
々
江
」
と
宛
書
す
る
『
遺
教
録
』（
二
巻
二
冊
、『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編

、
一
九
七
六
年
三
月
刊
に
所
収
）
が
あ
る
。「
善
悪
の
道
を
糾
し
順
道
に
成
事
は
文
学
よ
り
出
す
し
て
成
間
敷
也
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
国
務
を
執
り
行
う
上
で
の
学
問
の
重
要
性
を
具
体
的
に
説
い
て
お
り
、
吉
長
の
政
治
思
想
・
学
問
観
の
一
端
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
た
、『
芸
藩
輯
要
』（
林
保
登
篇
、
一
九
七
〇
年
七
月
刊
、
芸
備
風
土
研
究
会
）
第
三
編
に
所
収
す
る
「
歴
代
御
役
人
帖
」
（『
藩
士
名
鑑
』）
に
は
、「
御
側
儒
」
は
「
三
次
御
横
目
」
の
次
に
職
位
を
位
づ
け
ら
れ
、
御
側
儒
元
禄
三
味
木
立
軒
○
宝
永
元
寺
田
立
革
（
半
蔵
）
○
正
徳
三
堀
正
脩
（
一
六
郎
、
七
大
夫
、
正
蔵
）
○
享
保
四
堀
正
超
（
禎
助
）
○
寛
延
三
（
正
蔵
倅
被
召
出
）
堀
七
左
衛
門
○
宝
暦
六
（
禎
助
倅
同
）
堀
正
大
夫
（
禎
助
）
○
明
和
三
（
七
左
衛
門
跡
目
）
堀
六
一
― １７２ ―
郎
と
し
て
、
そ
こ
に
七
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
五
人
が
堀
南
湖
と
景
山
、
お
よ
び
そ
の
子
孫
で
あ
る
。
８
「
復
物
徂
徠
書
」
は
、
享
保
十
一
年
八
月
六
日
に
堀
景
山
が
荻
生
徂
徠
に
宛
て
た
二
通
目
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
堀
景
山
『
復
物
徂
徠
書
』
訳
注
（
一
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
二
号
、
一
九
九
七
年
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
９
慶
長
十
九
年
三
月
七
日
、『
論
語
』
為
政
第
二
の
冒
頭
「
為
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
」
を
題
と
し
て
、
家
康
は
五
山
の
僧
侶
と
林
羅
山
に
作
文
を
命
じ
て
い
る
（『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
十
三
に
各
々
の
文
が
収
載
さ
れ
る
）。
同
年
四
月
、
杏
庵
は
駿
府
に
赴
き
、
同
じ
題
で
作
文
を
命
じ
ら
れ
た
。
１０
『
杏
陰
稿
』（
四
冊
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
堀
寛
次
郎
蔵
本
写
）。
１１
『
杏
陰
集
』（
二
十
一
巻
十
冊
）、
陽
明
文
庫
蔵
。
１２
『
杏
庵
先
生
追
悼
詩
文
集
』（
一
冊
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
堀
寛
次
郎
蔵
本
写
）。
１３
「
堀
景
山
小
伝
」（『
鈴
屋
学
会
報
』
十
六
号
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）。「
宣
長
手
沢
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
―
堀
景
山
改
訓
の
意
義
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
等
。
― １７３ ―
